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研究成果の概要（和文）：眼球運動計測技術を言語学習者の画面上学習に応用する環境開発の第一段階として、
英語母語話者と日本語を母語とする英語学習者の文理解におけるプロセスの質的差異を明らかにするため眼球運
動計測実験による実験を行い、第二言語の文理解プロセスで適用される文処理モデルの検証を行った。統語的プ
ライミングの手法を用いた動詞の下位範疇化情報の影響を調べた実験からは、動詞を見た時点で起きる予測とそ
の予測とは異なる情報のインプットの差から統語構造への学習が起きるというerror-based learningの解釈が第
二言語の文処理モデルにおいても適用されることを示した。

研究成果の概要（英文）：In a series of visual world eye-tracking experiments, this study examined 
how L2 learner's knowledge of the target language, such as verb subcategorization information and 
prosodic information, is referenced during online sentence processing. The results revealed the 
qualitative difference between native speakers and language learners  in building structural 
representation of a sentence; L2 leaners were sensitive to linguistic information and used the 
information in constructing structural analysis. However, unlike native speakers who showed 
anticipatory use of linguistic information in sentence processing, L2 learners did not show 
anticipatory effects. The results suggest the possibility that L2 leaners do not make strong 
predictions about upcoming sentence structure. 

研究分野： 心理言語学、第二言語習得
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、人間が聴覚情報や視覚情報を処理する際の眼球運動という時間解像度に優れたデータの分析から第二
言語学習者に内在する認知メカニズムの解明を行った。これにより、語彙の意味情報, 音声のプロソディー情
報, さらには統語的プライミング（先行する特定の文型が後続の処理を促進または抑制する効果）などの認知現
象が文のインプットに即して行われる漸次的処理過程(incremental processing)にどう影響を与えるかを明らか
にした。これらの成果は、心理言語学実験を広い範囲の母集団を対象に行うための技術整備と眼球運動計測技術
を教育に応用する環境開発を行うための重要な資料となった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

研究代表者のこれまでの研究では、言語を使用する際に文のインプットがどのように脳内で処

理され理解につながるかというテーマのもと、人間が聴覚情報や視覚情報を処理する際の読み

時間や眼球運動計測など時間解像度に優れたデータの分析をすることで、語彙の意味情報、音

声のプロソディー情報、さらには先行する特定の文型が後続の処理を促進または抑制する効果

などの認知現象が文のインプットに即して行われる漸次的処理過程にどう影響を与えるかを明

らかにしてきた。近年の言語研究はニューラルネットワークに基づくモデリングや機械学習と

の連携など統計的なアプローチに主流が置かれ、実験心理学の分野においてもインターネット

を用いることで広い範囲の母集団を対象に大規模データの収集が容易となっている。 本研究は、

言語刺激に対する眼球運動の計測というこれまで個別のデータ収集に限られていた手法を複数

被験者同時進行型で行う可能性を模索し、検証に値する信頼性の高いデータを多くの被験者か

ら効率的に収集 多くの標本数を効率的に得る環境開発を目指したことを出発点とする。 

 

２．研究の目的 

学習者の認知メカニズムを解明する上では、眼球運動計測のような信頼性の高いデータが必要

であるが、被験者間のばらつきが大きい言語学習者を対象とした研究では一つの実験の多く標

本数を必要とするため、技術的・時間的制約から、単純な反応時間の測定やオフラインの実験

手法を用いざるを得ないケースが多い。また、第二言語習得分野では、実験で明らかにされた

人間の情報処理メカニズムが、実際の言語学習や教育にどう活かせるかという観点からの研究

が不足しており、学習者に内在する特徴的な文処理プロセスを実際の言語学習に応用するため

の提案が少ない。そのため本研究では、複数被験者の眼球運動を同時進行で計測する環境整備

に必要なデータを得るとともに、英語文理解のプロセスで言語情報の使われ方が母語話者と学

習者でどのように異なるかという文処理における質的差異を明らかにした。 

 

３．研究の方法 

ポータブルアイトラッカー（Tobii Pro X2）により、英語母語話者と日本語を母語とする英語

学習者を対象とした視覚世界パラダイム実験を行う。視覚世界パラダイムでは人間が音声刺激

を処理する過程の視覚刺激に対する注視パターンを分析することで脳内の情報処理プロセスを

明らかにすることが可能であり、これにより、ポータブルアイトラッカーで得られたデータの

信頼性の検証を行う。また、母語話者と学習者の文理解の質的差異を明らかにするため、動詞

の下位範疇化情報の影響とプロソディー情報が使われるタイミングを分析し、第一言語に比べ

て様々な変数が複雑に関与する第二言語・外国語の理解では, 文理解プロセス適用される文処

理モデルがどのように異なるかについての検証を行う。 

 

４．研究成果 

実験室固定型の眼球運動計測装置に比べて安価なポータブル式の眼球運動測定装置の信頼性を

検証するため、これまで研究代表者が実験室固定型の眼球運動計測装置を用いて行ってきた視

覚世界パラダイム手法による実験をポータブル式眼球運動測定装置により行った。これにより、

30Hz レートでの眼球運動計測で視覚世界パラダイムが実装できることを示すとともに、ウェ

ブカメラを用いたアイトラッキング技術を心理言語学実験に応用させる可能性を模索した。ま

た、日本語を母語とする英語学習者が英語音声文理解をする際の動詞の下位範疇化情報知識の

使用とプロソディー情報の影響について眼球運動計測による検証をからは、学習者は対象言語



における正しい言語知識を獲得しているにも関わらず、その知識を実時間処理にうまく用いる

ことができないことが示された。これらの成果からは、多人数同時進行型の眼球運動計測環境

を実現させることの意義が示され、さらに、成人の外国語学習において被験者の画面上の視線

の動きと連動した学習プログラムを検討する上で重要な知見となった。 
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